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Abstract: There are several kinds of classiication of the verb in Japanese, for example, verbs can usually

be classified into such catego五 es as intransitive verb, transitivc vcrb, or main vcrb, auxiliary vcrb, and oth―

ers.On the other hand,conside五 ng a verb in its aspects of time,it should be possible to classify vocabulary

in a different way,therefore a different classification will be commonly shown。

This paper reports the results of such classification about the verbal lexicon of the second edition of the

Mα 4“αJげ ′んι Jηα4ι sι ακグEη gJJsλ 肋 れg“αgιs■om the itth year of Metti。

は じ 2わ に

朝日出版社が2002年 に発行した『中国語学習辞典』

を捲ってみると,「品詞分類について」のところに,

この辞書で採用した品詞名は「名詞・動詞・形容詞・

数詞・量詞・助動詞・前置詞・副詞・区別詞・代詞・

感嘆詞・接続詞・助詞・擬音語」のとおりである。先

頭の二品詞「名詞」と「動詞」に関して,その区別は

現代言語学の調査結果により,古今のすべての言語に

存在することが明らかのようである。従って,その文

法範疇に現される区別もまたはっきりとしている。な

ぜならば,言語の文法的特徴は言語のコミュニケーシ

ョン機能の特徴を凝縮していると言う本質から,言語

において表出される対象としての事物と行為 0動作の

間にある時間表現上の区別は,当然的に名詞と動詞と

いう2つの基本的文法範疇のそれぞれの文法的特徴に

反映されているからのである。

そのうち,動詞は文の中核成分になしている。日本

語において,動詞の分類としては,自動詞と他動詞と

に分ける方法,意志動詞と無意志動詞とに分ける方

法,そ して独立動詞と補助動詞とに分ける方法,完全

動詞と不完全動詞とに分ける方法などの外に, もう一

つの分類方法を行うことができる。いわゆる時間的に

見た動作・作用の種類による分類のことで,即 ち基準

時間における動作のありかたを表すカテゴリーである

アスペクトの観点からみた日本語動詞の分類のことで

ある。

本論は明治初期洋学資料の一つである『袖珍 英和

節用集』第二編 (明治 5年 )(以下『袖珍 英和節用

集』と称す,な お,本書の内容的書誌調査およびその

成立の文献的考察について,呂 「明治初期通俗英語辞

書の成立考―『ネ由珍 英和節用集』第二編の場合―」
『甲南国文』第四十五号,な いし『日本語学論説資料』

第三十六号,第一分冊を参照。)を資料として用い ,

「追加熟語」の部分を一先ず除き,動詞全部を対象に

して,動詞が動作・作用を表すとするならば,動作・

作用の過程の時間的性質による表現方の区別の観点よ

り,動詞の分類について,検討を試みることにする。

二 .『袖珍  英和節用集』の動詞分類

アスペクトの中には,構文上における「進行形」な

どのように外形上はっきり区別のある文法的アスペク
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卜と,状態動詞,瞬間動詞,持続動詞などを区別する

時に考えられるような,語義の内部に含まれている語

義的アスペクトとがある。語義的アスペクトは文脈に

より変わりうる,例 えば `He lives as a foreign student

when staying at Natting in china'で は「起動的」であ

るが,“ AH past,pres(e)nt,and future Buddhas livc Prttna

Paramita"(『 テイク・ナット・ハンの般若心経』棚橋

一晃訳,壮神社,1995年 ,P15引 用者注 :(c)は 引

用者が付け加えたもの,以下同じ。)で は「継続的」

である。つまり動詞「Live」 という状態,「 `He lives as

a foreign student when staying at Natting in china'」 で

は完了した状態であり,こ れに対して「“All past,pres

(e)nt,and future Buddhas live Prttna Paramita"」 では未

完了のである。

このように文法的な完了・未完了などアスペクト

と,語義的アスペクトをはっきり区別して考えること

が必要だと思われるが,本論文は語彙範疇のみにおけ

るアスペクトの観点より,『袖珍 英和節用集』の動
詞を分類したものである。

1.『袖珍 英和節用集』における動詞分布
まず,すべての動詞について,『袖珍 英和節用集』
における分布実態を以下のように示す。分布の所在を

示すのに,算数字は丁数,オ ・ウは表・裏である。

『袖珍 英和節用集』の単語の振 り仮名の部分の「片
仮名」は「平仮名」に用いなおす,なお,仮名遣いは

原書のままで,現代仮名表記で 50音順に配列する。

そして,〔いりこむ入り込ム TO put in〕 ,〔いりこむ入

り込ムTO tum in〕 とか 〔えりだす撰り出スTo look

out〕 ,〔えりだす撰り出ス To pick out〕 などのような

場合にそれぞれ一動詞「入り込ム」,「撰り出ス」とし

た。

「あ」

あきないする商スル 〔84オ〕,あ ざむく欺ク 〔83

ウ〕,あ そび遊ビ 〔81オ〕,あ たためる暖メル 〔83

オ〕,あたふ与フ 〔84オ〕,あつめる集メル 〔83オ〕,

あふれる溢ル 〔83ウ〕,あむ編ム 〔83ウ〕,あ らす荒

ラス 〔84オ〕,あ らはす顕ハス 〔84オ〕,あ らはす著

ハス 〔84ウ〕,あ らはす表ハス 〔84ウ〕,あ らふ洗フ

〔84ウ〕

「い」

いしや医者 〔2オ〕,いす椅子 〔1オ〕,い ちきやう一

行 〔3オ〕,い ちにち一日〔2ウ〕,い ちねん一年 〔2

ウ〕,い ちびやうじ一秒時 (一分時六十分ノー)〔 3

ウ〕,い ちぶんじ一分時 (一時六十分ノー)〔3ウ〕,
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いちまい一枚 〔2ウ〕,いんらん淫乱 〔3オ〕いかる怒

ル 〔3ウ〕,い きする呼吸スル 〔3ウ〕,い きておる活

テ居ル 〔3オ〕,いけんする異見スル 〔3オ〕,い さめ

る諫メル 〔3オ〕,い じめるイジメル 〔2ウ〕,いそぐ

急グ 〔4オ〕,い たむ痛ム 〔3オ〕,い たる至ル 〔3

オ〕,いつはる偽ル 〔3ウ〕,いのる祈ル 〔3オ〕,いひ

けす言消ス 〔5ウ〕,い ひつける言付ル 〔2ウ〕,い ひ

ぬけ言抜ケ 〔2ウ〕,い ひはる言張ル 〔3オ〕,いゆる

座ル 〔3ウ〕,い らいする依頼スル 〔3ウ〕,い りこむ

入り込ム 〔3ウ〕,いる射ル (弾丸ヲ)〔3ウ〕

「う」

うごかす動カス 〔56ウ〕,う ちけす打消ス 〔57オ〕,

うちころす打殺ス 〔57オ〕,う ちすてる打捨ル 〔56

ウ〕,う ちすてる打棄ル 〔57ウ〕,う ちすてる打捨ル

〔57ウ〕, うちたをす打倒ス 〔57ウ〕,う ちはなす打放

ス 〔57ウ〕,う ちまかせる打任セル 〔57オ〕,う ちや

ぶる打破ル 〔57オ〕,う つ打ツ 〔56ウ〕,う つむ埋ム

(死人ナドヲ)〔56ウ〕,う らむ羨ム 〔56ウ〕,う んそ

うする運送スル 〔57オ〕

「え」

えらぶ撰ブ 〔77オ〕,え りだす撰り出ス 〔77ウ〕,え

りのける撰り除ル 〔77ウ〕,え んいんする延引スル

〔77ウ〕

「お」

おがむ拝ム 〔25ウ〕,お きそこなふ置キ損フ 〔27

オ〕,お ぎなふ補ナフ 〔25オ〕,お きる起キル 〔27

ウ〕,お くる贈ル 〔27ウ〕,お こす起ス 〔27ウ〕,お こ

りたつ起り立ツ 〔25ウ〕,お こる起ル 〔26オ〕,お ご

る奢ル 〔27ウ〕,お しつける押付ル 〔27オ〕,お しと

りする押取スル 〔26ウ〕,お しのける押除ル 〔27

オ〕,お しへる教ヘル 〔26ウ〕,お しやる押ヤル 〔27

ウ〕,お しよせる押寄ル 〔27ウ〕,おす押ス 〔26オ〕,

おそふ襲フ 〔24ウ〕,おちついている落付テ居ル 〔26

オ〕,おつる落ル 〔25ウ〕,お どす畏ス 〔27ウ〕,お ど

ろく驚ク 〔25オ〕,お とろへる劣ル 〔24ウ〕,お ひか

ける追ヒカケル 〔26オ〕,お ひだす追出ス 〔25ウ〕,

おひちらす追ヒ散ラス 〔26ウ〕,お ひやる追ヒヤル

〔26オ〕,おひをろす追ヒ下ス 〔27オ〕,お もひだす思

ヒ出ス 〔25オ〕,お もふ思フ 〔25オ〕,お る織ル 〔25

オ〕

「か」

かいする解スル 〔35オ〕,かいせいする改正スル 〔33

ウ〕,かうえきする交易スル〔33オ〕,かがむ屈ム〔34

オ〕,かがやく輝ク 〔33ウ〕,か きじるす書記ス 〔35

ウ〕,かぐ嗅グ 〔35オ〕,か くれる隠レル 〔33オ〕,か
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〔33ウ〕,かす借ス 〔33オ〕,かす貸ス 〔35オ〕,かす

返ス 〔35ウ〕,かはかす乾カス 〔34オ〕,かへしてお

く返シテ置ク 〔35ウ〕,かへす返ス 〔35ウ〕,かへり

ておそふ返リテ襲フ 〔34ウ〕,かへりみる顧ル 〔35

オ〕,かへりみる顧ル (考ヘル)〔35オ〕,かむ噛ム

〔34オ〕,かもす醸ス 〔33ウ〕,か りる借ル 〔33ウ〕,

かろんずる軽ンズル 〔34ウ〕,かんかうしておる勘考

シテ居ル 〔35オ〕,かんかうする勘考スル 〔33オ〕,

かんずる感ズル 〔33オ〕,がてんする合点スル 〔34

オ〕

「き」

きざむ刻ム 〔91ウ〕,き せる着セル 〔91ウ〕,き そふ

競フ 〔91オ〕,き たくする帰宅スル 〔91オ〕,き たる

来ル 〔91ウ〕,き らふ嫌フ 〔91ウ〕,き りのける切リ

除ル 〔9oウ〕,き りはなす切り離ス 〔90ウ〕,き りを

とす切り落ス 〔90ウ〕,き る着ル 〔91ウ〕,ぎ ろんす

る議論スル 〔91ウ〕, ぎんみする吟味スル 〔91オ〕

「く」

くだく砕ク 〔62オ〕, くだす下ス 〔62ウ〕, くもつて

おる曇テ居ル 〔62ウ〕, くらべる比較ル 〔61ウ〕, く

るしめる苦メル 〔62オ〕,く るはせる狂ハセル 〔62

ウ〕, くわへる加ヘル 〔62ウ〕

「け」

けがす械ス 〔68ウ〕,けす消ス 〔68ウ〕,けつじやう

する決定スル 〔68ウ〕,けつだんする決断スル 〔68

ウ〕,けんやくする倹約スル 〔68ウ〕,げんする減ス

リレ〔68オ〕

「こ」

こがす焦ス 〔76ウ〕,こ ろヽみる試ミル 〔76ウ〕,こ

たへる答ヘル 〔75ウ〕,こ ふ請フ 〔76オ〕,こ やす肥

ヤス 〔75ウ〕,こ ろす殺ス 〔76ウ〕,こ える越ル 〔76

オ〕,こ んいんする婚姻スル 〔75ウ〕

「さ」

さいそくする催促スル 〔87ウ〕,さ がす探ス 〔87

オ〕,さ からふ逆フ 〔87オ〕,さ けきらふ避嫌フ 〔86

ウ〕,さ けふ叫フ 〔86オ〕,さ ける避ル 〔86オ〕,さ げ

る下グル 〔87オ〕,さ へヽる支ヘル 〔86ウ〕,さ ずけ

る授ケル 〔86ウ〕,さ だめる定メル 〔86オ〕,さ また

げ妨ゲ 〔86ウ〕,さ またげる妨グル 〔86ウ〕,さ らす

晒ラス 〔86オ〕,さ わぐ騒グ 〔86ウ〕,さ んする産ス

ル 〔87オ〕,さ んぽする散歩スル 〔87ウ〕,ざんする

読スル 〔86オ〕

「し」

しかける仕掛ル 〔lo5ウ 〕,したがふ従フ 〔lo2オ 〕,
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しつておる知テ居ル〔104ウ〕, しやうする生スル〔104

オ〕,しやくかする借家スル 〔105オ 〕,しやする謝ス

ル 〔105ウ 〕,しやべる喋ル 〔104ウ 〕,しやめんする

赦免スル 〔103ウ 〕,し ゆつたつする出立スル 〔102

ウ〕, しゆつぢんする出陣スル 〔105ウ 〕, しゆつぱん

する出版スル〔lo2ウ 〕, しゆつぱんする出帆スル〔102

ウ〕, しらくする刺月各スル 〔103オ 〕, しらせる知ラセ

ル 〔103オ 〕, しれる知レル 〔105ウ 〕,し んかうする

信仰スル 〔102ウ 〕,し んじやくする掛酌スル 〔104

ウ〕,しんろうする辛労スル 〔105オ〕,じ うする住ス

ル 〔102ウ 〕, じまんする自慢スル 〔105ウ 〕, じやう

じゆさせる成就サセル 〔103ウ 〕, じやまする邪声ス

ル 〔103ウ 〕

「す」

すいておる好テ居ル 〔H5ウ 〕,すいりやうする推量

スル 〔115オ 〕,す ぎさる過ギ去ル 〔H5ウ 〕,す ぎゆ

く過ギ行ク 〔H5ウ〕,す ぎる過ル 〔H5ウ 〕,す む`

進ム 〔H5オ〕,すつる廃ル 〔H5ウ〕

「せ」

せうずる生ズル 〔H3ウ 〕,せはする世話スル 〔H3

ウ〕,せめとる攻取ル 〔H3ウ 〕,せんけんする先見ス

ル 〔113オ 〕,せんさくする穿撃スル 〔H3ウ 〕

「そ」

そしる謗ル 〔46ウ〕,そ ぐヽ漑グ 〔46ウ〕,そ だてる

育テル 〔46ウ〕,そ なえる備エル 〔46オ〕,そへる添

ル 〔46オ〕,そ むく背ク 〔46オ〕,そ むく叛ク 〔46

オ〕,そめる染ル 〔46オ〕,そ りかへる反り返ル 〔46

ウ〕,そんけいする尊敬スル 〔46ウ〕,そ んする損ス

ル 〔46オ〕,ぞ くする属スル 〔46オ〕

「た」

たかぶる高ブル 〔39ウ〕,たすける助ケル 〔39ウ〕,

たすける援ル 〔42オ〕,た か`ふ戦フ 〔42ウ〕,た た

き叩キ 〔38ウ〕,た ｀きたほす如キ倒ス 〔41ウ〕,

たヽく敲ク 〔40オ〕,た ちとヾまる立当ル 〔40ウ〕,

たつ立ツ 〔42ウ〕,たのしむ楽ム 〔39ウ〕,たのむ頼

ム 〔41ウ〕,た びだちする旅立スル 〔42オ〕,た ほれ

る倒レル 〔39ウ〕,た もつ保ツ 〔39ウ〕,た んさくす

る探索スル 〔42オ〕,だ してやる出シテヤル 〔41

ウ〕,だす出ス 〔40ウ〕,だ んじきする断食スル 〔41

オ〕

「ち」

ちかふ誓フ 〔21オ〕,ち かよる近寄ル 〔21オ〕,ち ぢ

む縮ム 〔21オ〕,ち はなしする乳離シスル 〔21ウ〕,

ちやくがんする着岸スル 〔21オ〕
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「つ」

ついしやする追従スル 〔48ウ〕,つ うべんする通弁ス

ル 〔48ウ〕,つかむ孤ム 〔48オ〕,つ きとうす衝通ス

〔48ウ〕,つ きはなす衝放ス 〔48オ〕,つ きをとす衝落

ス 〔48ウ〕,つたはる博ハル 〔48ウ〕,つ し`む慎ム

〔47オ〕,つ とめる努メル 〔48ウ〕,つひやす費ス 〔48

オ〕,つみあける積上ル〔48オ〕,つみする罪スル〔48

オ〕,つみだす積出ス 〔48オ〕,つめこむ詰込ム 〔48

オ〕

「て」

ていこうする抵抗スル 〔80オ〕,て きとうする適営ス

ル 〔80オ〕,て んする博スル 〔80ウ〕,であふ出逢フ

(敵二)〔 80オ〕,で きる出来ル 〔79ウ〕,で はる出張

ル 〔79ウ〕,でんせんする博染スル 〔80オ〕

「と」

とうざける遠ザケル 〔18ウ〕,と かす溶ス 〔17ウ〕,

とじる閉ル 〔18オ〕,と どく届ク 〔17オ〕,と とのヘ

る整ル 〔17ウ〕, とどむる止ムル 〔17ウ〕, とどめる

止メル 〔17ウ 〕,と ふ問フ 〔18オ〕,と らへる捕ヘル

〔17ウ〕, とりかこむ取囲ム 〔18オ〕, とりかたつける

取片付ル 〔18ウ〕,と りきめる取極ル 〔18オ〕,と り

ちがへる取違ル (道ナドヲ)〔 18オ〕,と りのける取

除ル 〔18ウ〕,と る取ル 〔17ウ〕,ど ういする同意ス

リレ〔18ウ〕

「な」

なかいれする仲入スル 〔51オ〕,な く泣ク 〔50ウ〕,

なぐさむ慰ム 〔52ウ〕,な ぐさめる慰サメル 〔51

オ〕,な げおとす投落ス 〔52ウ〕,な げく歎ク 〔50

ウ〕,なげこむ投込ム〔52ウ〕,なげすてる投捨ル〔51

オ〕,なげだす投出ス 〔52ウ〕,なげる投ル 〔52ウ〕,

なやます`1昌マス 〔52オ〕,なやむ悩ム 〔50ウ〕,な ら

す馴ラス 〔51オ〕,な らふ倣フ 〔51ウ〕,なみたをこ

ほする落涙スル 〔52ウ〕

「に」

にあふ似合フ 〔Hウ〕,に ぎる握ル 〔12オ〕,に げる

逃ル 〔12オ〕,にせる似セル 〔Hウ〕,にせる贋セル

(交物ナドニテ)〔 11ウ〕,に なふ荷フ 〔12オ〕,に る

煮ル 〔12オ〕,にんする任スル 〔12オ〕

「ぬ」

ぬがせる脱ガセル (衣装ヲ)〔 23ウ〕,ぬ くひけす拭

ヒ消ス 〔23ウ〕,ぬすみとる盗ミ取ル 〔23ウ〕,ぬ ひ

はくする縫箔スル 〔23ウ〕,ぬふ縫フ 〔23ウ〕,ぬ る

塗ル 〔23ウ〕

「ね」

ねがふ願フ 〔49ウ〕,ね らふ硯ウ 〔49ウ〕
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「の」

のがる逃ル 〔59ウ〕,のがれる脱レル 〔59オ〕,の く

退ク〔59オ〕,のける除ル 〔59ウ〕,の こらす残ラス

〔59ウ〕,の ぞむ望ム 〔58ウ〕,の のしる罵ル 〔58

ウ〕,のばす延バス 〔58ウ〕,のぼる昇ル (日 ノ)〔59

オ〕,のみこむ呑コム 〔59オ〕,のむ飲ム 〔59オ〕,の

りしづめる乗沈メル 〔59ウ〕,の りだす乗出ス (港ヨ

リ)〔 59オ〕,のる乗ル (船二)〔59ウ〕

「は」

はいする廃スル 〔9ウ〕,はいする拝スル 〔9ウ〕,は

うとうする放蕩スル 〔loウ〕,は うむる葬ムル (死

人)〔 10ウ〕,はかどる捗取ル〔9ウ〕,はかる量ル〔10

オ〕,はかる秤ル 〔10オ〕,は くじやうする白状スル

〔10オ〕,はげます励マス 〔8ウ〕,は じめる始メル 〔9

オ〕,はたらく働ク 〔10ウ〕,はつかしめる辱シメル

〔9オ〕,はつめいする発明スル 〔9ウ〕,は なつ放ツ

(役ロナドヲ)〔9オ〕,はれる腫レル 〔loウ〕,ばつす

る罰スル 〔loオ〕

「ひ」

ひきあげる引キ挙ル 〔109オ〕,ひ きうける引キ受ル

〔107ウ 〕,ひ きおこす引起ス 〔109オ 〕,ひ きかへす引

キ返ス 〔108ウ 〕,ひ きこむ引込ム 〔lo8ウ〕,ひ きさ

く引裂ク 〔108ウ 〕,ひ きさげる引下ゲル 〔109オ 〕,

ひきたおす引伊lス 〔108ウ〕,ひ きだす引出ス 〔107

ウ〕,ひ きとめる引当ル 〔108オ 〕,ひ きぬく引抜ク

〔109オ〕,ひ きのく引退ク 〔109オ 〕,ひ きはなす引離

ス 〔109オ〕,ひ きはなれる引離レル 〔108オ 〕,ひ き

もどす引戻ス 〔109オ 〕,ひ きよせるヲ1寄 ル 〔109

オ〕,ひ く引ク 〔108ウ 〕,ひ なんする非難スル 〔108

オ〕,ひねる捻ル 〔lo7ウ〕,ひ らふ捨フ 〔108オ 〕,ひ

ろかる廣カル 〔108オ 〕,ひろめる弘メル 〔107ウ 〕,

ひろめる廣メル〔lo8ウ〕,びしよくする美食スル〔108

オ〕

「ふ」

ふいてうする吹聴スル 〔72オ〕,ふ きけす吹キ消ス

〔71オ〕,ふ きこむ吹キ込ム 〔71オ〕,ふ きたをす吹キ

任1ス 〔71オ〕,ふ きちらす吹キ散ラス 〔71オ〕,ふ く

吹ク 〔71オ〕,ふ くやくする服薬スル 〔72ウ〕,ふ く

れる脹レル 〔72ウ〕,ふ さぐ塞グ 〔71オ〕,ふせぐ防

グ 〔71オ〕,ふ るへる震ヘル 〔71オ〕,ふんらんする

紛乱スル 〔71オ〕

「へ」

へらす減ラス 〔15ウ〕,へ んじする返事スル 〔15

ウ〕,へんぱうする返報スル 〔15オ〕,へんれきする

遍歴スル 〔15ウ〕



「ほ」

ほうこくする報告スル 〔14オ〕,ほ こる誇ル 〔14

オ〕, ほじよする補助スル 〔14オ〕, ほへる呼Lル (羊

ノ)〔 14オ〕,ほめる誉メル 〔14オ〕,ほめる褒ル 〔14

ウ〕,ほ りだす堀出ス 〔14ウ〕,ほる彫ル 〔14ウ〕,ほ

る掘ル 〔14ウ 〕,ほれる惚ル 〔14ウ〕,ほんやくする

翻訳スル 〔14オ〕,ぼうちうする膨張スル 〔14ウ〕

「ま」

まじはる交ル 〔66オ〕,ま す増ス 〔65ウ〕,ま ぜる交

ゼル (酒杯二水ヲ)〔65ウ〕,ま つ待ツ 〔65ウ〕,ま つ

ておる待テ居ル 〔66ウ〕,ま どはす惑ス 〔66ウ〕,ま

ねする真似スル 〔66ウ〕,ま よはす迷ハス 〔65ウ〕,

まよふ迷フ 〔66ウ〕

「み」

みあげる見上ル 〔95ウ〕,み うしなふ見失フ 〔95

ウ〕,みかぎる見限ル 〔94ウ〕,みがく磨ク 〔95オ〕,

みさげる見下ル 〔95ウ〕,みすてる見捨ル 〔95オ〕,

みだす見出ス 〔95オ〕,み ちびく導ク 〔94ウ〕,みつ

める見詰ル 〔95オ〕,みのがす見逃ス 〔94ウ〕,み は

なす見放ス 〔94ウ〕,み まふ見舞フ 〔95オ〕,み ゆる

す見許ス 〔95ウ〕,み る見ル 〔95ウ〕,み る視ル 〔95

ウ〕,みわけする見分スル 〔96オ〕

「む」

むきあふて向キ合テ 〔54ウ〕

「め」

めいする命スル 〔93ウ〕,め ぐむ恵ム 〔93ウ〕,めつ

けるロイ寸ル 〔93ウ〕
「も」

もつ持ツ 〔Hlオ〕,も とむ求ム 〔Hlオ〕,も とめる

求メル 〔lHウ 〕,も とめる要メル 〔Hlウ〕,も のわ

すれする物忘スル 〔Hlウ〕,も やす燃ス 〔Hlオ〕,

もる漏ル 〔lHオ〕

「や」

やくそくする約束スル 〔64オ〕,や ける焼ル 〔64

オ〕,やむ病ム 〔64オ〕,やる遣ル 〔64ウ〕

「ゆ」

ゆあみ沐浴スル 〔92ウ〕,ゆめみる夢見ル 〔92ウ〕,

ゆるす許ス 〔92オ〕,ゆ るす免ス 〔92ウ〕,ゆ るす許

ス 〔92ウ〕

「よ」

ようじやうする養生スル 〔37ウ〕,よ ごす汚ス 〔37

ウ〕, よごす械ス 〔37ウ〕, よぶ呼ブ 〔37ウ〕, よむ讀

ム 〔37ウ〕,よ ろこぶ喜ブ 〔37ウ〕

「ら」

らくるいする落涙スル 〔53ウ〕
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「り」

りうこうする流行スル 〔22ウ 〕, りやうちする療治ス

ル 〔22ウ 〕, りやくする略スル 〔22ウ 〕

「れ」

れいぎする礼儀スル 〔43ウ 〕,れ うする猟スル 〔43

ウ〕

「ろ」

ろんせつする論説スル 〔6ウ 〕

「わ」

わいろする賄賂スル 〔29オ〕,わ うりやうする押領ス

ル 〔29ウ 〕,わ く湧ク 〔29ウ 〕,わすれる忘レル 〔29

ウ〕, わぼくする和睦スル 〔29ウ 〕

2。 アスペクトの観点からみた『袖珍 英和節用集』
の動詞分類

次に,「一般相」,「持続相」,「限界相」と項目を分

けて,それぞれ『袖珍 英和節用集』における動詞分
類の実態を示す。示すのにあたつて,た とえば,「な」

の部の「なみたをこほする落涙スル」と「ら」の部の

「らくるいする落涙スル」などのような場合に一動詞

「落涙スル」とした。

① 一般相
動詞の文法意味に対していかなる制限も加えないア

スペクトで,語彙的意味に基づき,更に限界動詞,持

続動詞,中性動詞と三種類に分けられる。

A限界動詞

与フ,荒ラス,異見スル,諫メル,至ル,言消ス,

言付ル,言抜ケ,依頼スル,射ル (弾丸ヲ),打消

ス,打殺ス,打捨ル,打棄ル,打捨ル,打倒ス,打

放ス,撰り出ス,撰り除ル,置キ損フ,起キル,起

ス,起 り立ッ,起ル,押付ル,押取スル,押除ル,

襲フ,落ル,追出ス,追 ヒ散ラス,追ヒヤル,追ヒ

下ス,思 ヒ出ス,解 スル,改 正スル,隠 レル,借

ス,貸ス,返ス,借ル,合点スル,着セル,帰宅ス

ル,来ル,切 り除ル,切 り離ス,切 り落ス,砕ク,

下ス,消ス,決定スル,決断スル,焦ス,答ヘル,

殺ス,越ル,婚姻スル,授ケル,定メル,産スル,

仕掛ル,赦免スル,出 立スル,出 陣スル,出版ス

ル,出帆スル,成就サセル,過ル,攻取ル,背ク,

叛ク,拍 キ倒ス,立当ル,立 ツ,旅 立スル,任1レ

ル,出ス,近寄ル,乳離シスル,着岸スル,択ム,

衝通ス,衝放ス,衝落ス,出 逢フ (敵 二),出 来

ル,閉ル,届 ク,捕ヘル,取囲ム,取片付ル,取極

ル,取違ル (道ナ ドヲ),取除ル,取ル,泣 ク,投
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落ス,投込ム,投捨ル,投 出ス,投 ル,握 ル,逃

ル,似 セル,贋 セル (交 物ナ ドニテ),脱 ガセル

(衣装ヲ),拭 ヒ消ス,盗 ミ取ル,脱 レル,退ク,除

ル,白状スル,始メル,発明スル,放ツ (役ロナド

ヲ),引 キ挙ル,引 キ受ル,引起ス,引 キ返ス,引

込ム,引 裂ク,引 下ゲル,引 倒ス,引 出ス,引 肖

ル,引抜ク,引退ク,引離ス,引離レル,引戻ス,

引寄ル,捨フ,美食スル,吹聴スル,吹キ消ス,吹

キ込ム,吹キ倒ス,吹キ散ラス,返事スル,返報ス

ル,報告スル,堀出ス,膨張スル,真似スル,物忘

スル,燃ス,漏ル,約束スル,焼ル,遣 ル,許ス,

免ス,許ス,汚ス,略スル,礼儀スル,忘 レル,和

睦スル

B持続動詞

欺ク,溢ル,怒 ル,呼吸スル,急グ,痛ム,座ル,

入り込ム,打任セル,打 破ル,羨 ム,拝 ム,補 ナ

フ,奢 ル,畏 ス,驚 ク,劣 ル,思 フ,輝 ク,書 記

ス,返シテ置ク,醸ス,軽 ンズル,感ズル,亥 Jム ,

嫌 フ,苦 メル,狂ハセル,加ヘル,減 スル,肥ヤ

ス,避嫌フ,妨ゲ,妨グル,晒ラス,生 スル,刺路

スル,知ラセル,知 レル,信仰スル,辛労スル,住

スル,自 慢スル,過ギ去ル,過ギ行ク,廃ル,生ズ

ル,先見スル,謗 ル,育 テル,備 エル,添 ル,染

ル,尊敬スル,損スル,属スル,高 ブル,助 ケル,

援ル,警 へ,楽 ム,頼 ム,出 シテヤル,違 ヒ,誓

フ,縮ム,追従スル,通弁スル,博ハル,慎ム,努

メル,費ス,積上ル,罪スル,博スル,出張ル,博

染スル,遠ザケル,溶ス,止 ムル,止メル,同意ス

ル,仲入スル,慰ム,慰サメル,歎ク,`1饉 マス,悩

ム,馴 ラス,似合フ,願 フ,現ウ,残ラス,望 ム,

延バス,昇 ル (日 ノ),廃 スル,拝 スル,葬 ムル

(死人),励マス,辱 シメル,罰 スル,廣カル,弘メ

ル,廣メル,塞グ,防 グ,誇ル,誉メル,褒 ル,惚

ル,惑ス,迷ハス,迷フ,命 スル,恵ム,病 ム,械

ス,喜ブ,湧 ク

C中性動詞

商スル,遊 ビ,編 ム,顕ハス,著ハス,表ハス,洗

フ,イ ジメル,偽 ル,祈 ル,言張ル,動 カス,打

ツ,埋ム (死人ナ ドヲ),運送スル,撰ブ,延引ス

ル,贈 ル,教ヘル,押ヤル,押寄ル,押 ス,追 ヒカ

ケル,織ル,交易スル,屈 ム,嗅グ,囲ムフ飾ル,

嘱 ル,乾 カス,返 リテ襲 フ,顧 ル,顧 ル (考 ヘ

ル),噛ム,勘考スル,競 フ,着 ル,議論スル,吟
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味スル,比較ル,械ス,倹約スル,試 ミル,請フ,

催促スル,探ス,逆フ,叫フ,避ル,下グル,支ヘ

ル,騒グ,散歩スル,読スル,従フ,借家スル,謝

スル,喋ル,掛酌スル,邪声スル,推 量スル,進

ム,世話スル,穿整スル,漑グ,反 り返ル,戦フ,

叩キ,敲ク,保ツ,探索スル,断食スル,積出ス ,

詰込ム,抵抗スル,適営スル,整ル,問 フ,倣 フ,

落涙スル,荷フ,煮ル,任スル,縫箔スル,縫フ,

塗ル,罵ル,呑コム,飲ム,乗沈メル,乗出ス (港

ヨリ),乗ル (船二),放蕩スル,捗取ル,量ル,秤

ル,働 ク,腫 レル,引 ク,非難スル,捻ル,吹ク,

服薬スル,震ヘル,紛乱スル,減ラス,遍歴スル,

補助スル,呼Lル (羊 ノ),彫 ル,掘 ル,翻訳スル ,

交ル,増 ス,交 ゼル (酒 杯 二水 ヲ),待 ツ,見 上

ル,見失フ,見限ル,磨 ク,見下ル,見捨ル,見出

ス,導ク,見詰ル,見逃ス,見放ス,見舞フ,見許

ス,見ル,視ル,見分スル,向 キ合テ,日付ル,持

ツ,求ム,求メル,要 メル,沐浴スル,夢見ル,養

生スル,呼ブ,讀 ム,流行スル,療治スル,論説ス

ル,猟スル,賄賂スル,押領スル

② 持続相
動作の持続性,連続性を文法形式によって明確に示

されるものである。

活テ居ル,落付テ居ル,勘考シテ居ル,曇テ居ル,

知テ居ル,好テ居ル,待テ居ル

③ 限界相
動作,作用のある側面を強調するものである。

暖 メル , 集 メル

三.お わ り に

以上のように『袖珍 英和節用集』関して,アスペ

クトの観点からみた動詞分類の実態分布について調査

してきた,本論のおわりにあたって次に,注意事項を

いくつか述べることにする。

文脈によつては語彙的意味が変化した時,異なった

類に分類し直されることがよくある。「捻る」を例に

して『広辞苑』に準を求めてみると,以下のようにな

る。

(1)物 を指先でつまんでまわす。源常夏「筒を捻りつ

つとみにも打ち出でず」。「スイツチを捻る」

(2)身体の一部をねじってまわす。枕一本二三「外様

(と ざま)に捻り向きて」。「腰を捻る」



(3)つねる。源総角「ことわりは返す返す聞えさせて

もあまりあらば,択 (つ )み も捻らせ給へ」。「手

を捻る」

(4)考 えめぐらす。くふうする。特に,あれこれ考え

て歌や俳句を作る。土佐「からくして,あやしき

歌捻り出だせり」。「頭を捻る」「一句捻る」

(5)筒単にやっつける。負かす。「軽く捻ってやる」

(6)試みにする。浄,歌念仏「若い時は小相撲の一番

も捻つた俺ぢや」

(7)わ ざと普通とちがつた風をする。一風変って趣の

あるようにする。伎,吾嬬鑑「今度は捻つて伊香

保の湯治」。浮世風呂三「ぐつと捻つて俗物なる

跛」

このうち,(5)(7)と いう文では「中性動詞」に属

するほか,(1)(2)(3)と (4)(6)の時はそれぞれ

「限界動詞と「持続動詞」の類に分類し直されうる。
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そして,「テイル」を後接させる場合,「持続動詞」

のそれが現在進行的意味を表したりするのに対して,

「限界動詞」のそれが現在完了的意味を帯びる。
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